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評価方針について 
 

 

１． 評価対象  

 

○  南極地域観測第Ⅶ期計画に基づき実施された研究観測，定常観測，

設営等 

○  「総合科学技術会議が実施する国家的に重要な研究開発の評価

『南極地域観測事業』について」（平成 15 年 11 月 25 日総合科学技

術会議。以下「大規模研究開発評価」という。）及び「大規模新規

研究開発の評価のフォローアップ結果」（平成 17 年８月４日総合科

学技術会議評価専門調査会議。以下「フォローアップ」という。）

において指摘された事項等 

 

 

２． 評価の観点  

 

(1)全体評価  

 

・ 学術の水準を高めたか 

・ 国際貢献を通じて我が国のプレゼンスを高めたか 

 

(2)観測計画  

 

①重点プロジェクト研究観測，一般プロジェクト研究観測及び萌芽研究観測 

・ 観測の実績・成果が計画に照らしてどの程度得られたのか 

・ 観測の目的をどの程度達成したのか 

・ 国際共同観測計画にどの程度貢献したのか 

・ 観測の成果が他の研究にどの程度影響を与えているのか 

等 

 

②モニタリング観測及び定常観測 

・ 観測の実績・成果が計画に照らしてどの程度得られたのか 

・ 観測によって得られたデータ等により国際的にどの程度貢献できたのか 

・ 観測によって得られたデータ等が他の研究にどの程度影響を与えたのか 

等 
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(3)設営計画等  

 

・ 設営等の実績が，計画に照らしてどの程度達成できたのか 

等 

 

 

(4)本部業務  

 

・ 大規模研究開発評価及びフォローアップの指摘事項に対する具体的な取

組状況 

・ 本部に置かれた各種委員会の活動状況や南極地域輸送業務など研究観測

事業のマネジメントの状況 

等 

 

３． 評価作業の進め方  

 

(1)重点プロジェクト研究観測，一般プロジェクト研究観測及び萌芽研究観測 

 

【手順１】：実施機関において，評価単位ごとに，３(2)①に記述されている

観点から評価を行い，その結果を定性的に記述する。 

【手順２】：評価単位ごとに，定性評価を踏まえ，次の評価基準に基づき，Ｓ

ＡＢＣで評価を行い，その評価とした理由を附記する。 

Ｓ：観測計画の達成状況が特に優れている 

Ａ：観測計画の達成状況が良好である 

Ｂ：観測計画の達成状況が概ね良好である 

Ｃ：観測計画の達成状況が不十分であり，改善を要する 

【手順３】：重点プロジェクト観測については，サブテーマ１及び２をあわせ

て最後に総合評価を行う。【手順２】で示した基準に基づき，ＳＡＢ

Ｃで評価を行い，その評価とした理由を附記する。 

 

(2)モニタリング観測及び定常観測 

 

【手順１】：評価単位ごとに，３(2)②に記述されている観点から評価を行い，

その結果を定性的に記述する。 

【手順２】：評価単位ごとに，定性評価を踏まえ，次の評価基準に基づき，Ｓ

ＡＢＣで評価を行い，その評価とした理由を附記する。 

Ｓ：観測計画の達成状況が特に優れている 

Ａ：観測計画の達成状況が良好である 

Ｂ：観測計画の達成状況が概ね良好である 

Ｃ：観測計画の達成状況が不十分であり，改善を要する 
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(3)研究観測全体 

 

(1)(2)の評価結果を踏まえ，研究観測計画全体について，３(1)に記述さ

れている観点から総合評価を行うこととし，次の評価基準に基づき，ＳＡＢ

Ｃで評価を行い，その評価とした理由を附記する。 

Ｓ：観測計画の達成状況が特に優れている 

Ａ：観測計画の達成状況が良好である 

Ｂ：観測計画の達成状況が概ね良好である 

Ｃ：観測計画の達成状況が不十分であり，改善を要する 

 

(4)設営計画等 

 

評価単位ごとに，３(3)に記述されている観点から，それぞれ評価を行いそ

の結果を定性的に記述するとともに，次の評価基準に基づき，ＳＡＢＣで評

価を行う。 

Ｓ：観測計画の達成状況が特に優れている 

Ａ：観測計画の達成状況が良好である 

Ｂ：観測計画の達成状況が概ね良好である 

Ｃ：観測計画の達成状況が不十分であり，改善を要する 

 

(5)本部業務 

 

大規模研究開発評価及びフォローアップにおける指摘事項について，３(4)

に記述されている観点から，それぞれ評価を行いその結果を定性的に記述す

るとともに，次の評価基準に基づき，ＳＡＢＣで評価を行う。 

Ｓ：取組状況が特に優れている 

Ａ：取組状況が良好である 

Ｂ：取組状況が概ね良好である 

Ｃ：取組状況が不十分であり，改善を要する 
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